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豊岡市立小中学校適正規模・適正配置計画（案）説明会 

意見・アンケート結果（城崎会場） 

 

■ 開催日 2021 年 11 月 26 日（金）19:00～20:10 

■ 会 場 城崎市民センター 大会議室 

■ 出席者 参加者 27 名 

教育委員会事務局 ８名 

■ 質疑・意見交換（要旨） 

意見・質問 回  答 

教育について議論する場であるので、

少し違うかもしれないが、港地区はどん

どん城崎や豊岡の方に行くことになる。

旧港西小学校もどうなるのか決まって

いない。港地区の避難所の担保はされて

いるのかと思っている。 

統合するのは良いと思うが、港地区に

住む人たちの安全がどう担保されるの

かということが疑問としてある。 

地域での利用について地域と協議と

あるが、港西小学校と港東小学校が統合

するときも地域の人はほとんど知らな

かった。保護者は知っていたが、地域の

子どものいない方は、ほとんど知らなく

て、情報が届いていないから、議論に参

加するチャンスもなく、地域の重要なこ

とを勝手に決めていいのかという感覚

もずっとあって残念に思っている。 

現実、子どもが少ないので統合しなけ

ればならないのはそのとおりだと思う

が、住んでいる一人一人にまで周知され

ているという感覚がなく、親だけで決め

たという感じがあるので、地域との協議

を具体的にもう少し細かくしてほしい。 

また、魅力ある学校づくりで、個人的

な意見ではあるが、円山川公苑の近くに

港中学校があれば、ボート部や水泳部や

スケート部ができたりする。両校の人た

ちがそれなら良いと思うようなさらに

発展性のある学校をつくってもらえる

と理想的と思っていて、その時に円山川

公苑がせっかくあるので、あそこを使っ

てもらえたらいいのではと思っている。 

情報発信の手段として、「統合準備委

員会だより」というものを発行し、全戸

に回覧をさせていただいた。情報につい

ては、極力、発信しようと努力していた

が、見る機会がなかったということであ

れば、反省したい。 

また、地域との協議では、例えば、PTA

であるとか、区長会に窓口になっていた

だき、できるだけ多くの方に携わってい

ただく中で、たくさんご意見をいただき

ながら進めていきたいと考えている。 

魅力ある学校づくりにおいても、地域

の皆さんからどのような学校が良いか

といった意見をいただき進めていきた

い。例えば、先ほどの円山川公苑の部分

であれば、学校行事や地区行事で皆が出

かけていけるような仕組みづくりとい

ったことも含めて、今後、皆さんのこう

いった子どもを育てたいというご意見

も聞きながら、いろいろな方法を考えて

いきたいと思う。 
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意見・質問 回  答 

小学校では早ければ９年後に、中学校

では６年後の再編があるということか

と思うが、ここに参加している親は、ほ

とんどが今、学校に通う子どもの親で、

卒業してしまうことになる。この計画も

気になるが、今いる生徒・児童がいる間

に、説明のあったデメリット、例えば、

運動会や音楽活動等の集団教育活動に

制約が生じやすいとあるが、この改善策

が、現時点でどういったものがあるの

か。 

先日、オープンスクールで体育の授業

を見させていただいた。その際に、フリ

スビーを利用したラグビーに近いよう

なゲームをしていた。これはチームがあ

るからできるわけで、これができなくな

ることが考えられるわけだが、部活動も

含めて、どういった計画で今後進んでい

くのかということをご説明いただきた

い。 

１クラスが 20 人前後であれば、そう

いった問題はないが、それ以下になって

しまう場合は、集団でのスポーツ等は難

しい状況になってくる。 

小学校では、小小連携といって小さい

規模の学校同士が年間に数回集まって

集団で１日を過ごすという取組もして

いる。そこでは、合同の体育や音楽をす

る場合もある。 

それから部活動においても、学校間で

連絡・調整をしながら、どちらの学校で

も生徒たちの活動の意欲や活動の場が

確保されるように協議することも可能

である。 

現時点で具体的に何か予定している

ようなことはあるのか。 

例えば、部活動であれば、中学校によ

っては合同チームが編成されることが

あると思うが、そういった具体的な例が

あるのか教えていただきたい。 

以前に、ある中学校で野球部の部員が

少なくなった時に、他の中学校と合同チ

ームを組んで出場したこともある。 

送迎であるとか、相手チームとのニー

ズが合うとか、そのようなことを顧問の

先生や学校長とも協議をされて、相互に

納得の上で、また、もちろん保護者の方

にも説明したうえで、合同チームが作ら

れたということはある。 

2028 年に中学校の統合の目安となっ

ているが、例えば、何年にどこに建物を

決めるであるとか具体的な進め方を知

りたい。 

豊岡に引っ越してきて、城崎の方に温

かく迎えてもらって、大分馴染んでき

て、ここで暮らしていけたらいいと思っ

ている。 

今いる家に住むのか、ずっと住むので

あれば家を建てて住むのか、そういう計

画を練りたいこともあり、どのエリアに

住んでいたら城崎小学校に通えて、どの

エリアに住んでいたら城崎中学校に通

えて、2028年に本当に城崎中学校と港中

今回の計画案では、城崎中学校と港中

学校は 2028 年度の統合を目標としてい

る。そこまでの具体的なスケジュール

は、ひとつの例として資料にあるよう

に、計画策定後には、まず校区別説明会

で再編の対象となる校区の保護者の方

や地域の方にあらためて説明をしたい

と考えている。その後、地域内で教育委

員会も一緒になって協議を進めていき、

統合の合意のうえで、具体的に統合の準

備に進んでいくと考えている。その校区

別説明会から統合の合意までが、想定と

して１～２年程度と考えている。統合す

るとなった場合には、少なくとも１年程
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意見・質問 回  答 

学校が統合するのか、また、城崎小学校

と港小学校が 2031 年までは統合はしな

いとか、はっきりした計画が知りたい。 

もし、港地区に住んだとして、例えば、

城崎地区に祖母がいたら城崎小学校に

通える子もいると思うが、どういうパタ

ーンであれば、どっちの小学校に通える

とか、この場合であれば、この小学校に

通えるとか、示してもらいたいと思う。 

度で統合準備委員会を設置して協議す

る必要があると考えている。逆算すると

2028年統合とすると、３～５年前くらい

から説明、協議を進めていく必要がある

と考えている。 

どこの学校に通うことになるかは、城

崎小学校であれば、城崎町域に住んでい

る子どもが城崎小学校に通うように学

校ごとに通学区域を定めている。例外と

して、特別な理由がある場合は、指定さ

れた学校とは違う学校に通うことがで

きることもある。 

校区外の学校に通えるかについては、

例えば、生活実態が祖父母の家になって

いて、朝、祖父母の家に行って、学校か

ら祖父母の家に帰って、夕飯も食べて、

お風呂も入って、そこから違う校区の自

宅に帰るといった時は、家庭の状況への

配慮ということで、校区外就学を認めて

いるケースもある。 

詳しくは、こども教育課にお問い合わ

せいただきたい。 

中学校の統合で 2028 年度というのは

本当に目指しているのか、それとも３年

や５年など後にずれるようなこともあ

るのか、そこが気になる。 

計画では 2028 年度に統合する位置づ

けとしている。そのためには、早めに校

区別説明会等で地域へ説明をしたうえ

で、また、同意もいただいたうえで、あ

くまでも 2028 年度よりも遅くならない

ように進めていく必要があると考えて

いる。一方で、地域の皆さんとの協議で、

時期を早めてほしいという要望が総意

としてある場合には、時期の前倒しとい

うことも検討する必要があると考える。 

現在、港・城崎地域で公共施設の協議

をしている。これからの港・城崎地域の

まちづくりのビジョンを作られると思

う。それとの整合性も図る必要がある。 

子どもたちの数をみると集団的な学

習が難しくなるであろうということで、

このスケジュールとしている。ただ中学

校の統合となると部活動など、多くの課

題があるので、早めに対応が必要と考え

る。また、先ほどのまちづくりのビジョ
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意見・質問 回  答 

ンとの整合性も図り、地域の皆さんと相

談をしながら進めていきたい。 

小さい子どもが２人いる。2028年の時

には小学生で、これから中学生になると

いう世代で、これからの城崎のことや、

子どもたちがどのように学習できるの

か気になって、今日ここに参加した。 

2028 年度の統合の時の子どもたちの

保護者世代に話を聞くという場をつく

った方がいいと思う。保育園にお手紙が

来たので、私もこの会を知ったが、もう

少しその世代に当てはまる人たちの意

見が聞ける場をつくってもらった方が

良いと思う。 

ご意見ごもっともと受け止めている。 

まず、校区別説明会で地域に入らせて

いただくと説明させていただいた。それ

だけで終わるということではなくて、そ

れ以外にも、例えば、個別に PTA の方々

であるとか、地域コミュニティの方々で

あるとか、また、未就学児の保護者の

方々との意見交換を随時、設定できれば

と思っている。 

ご希望をいただければ説明にもお伺

いしたいと思っている。 

どうにもこうにも立ち行かなくなっ

て港小学校は統合した。港西小学校に子

どもを通わせている保護者からは、耐震

工事をする前になぜ統合しないのだろ

うという意見が多かった。なかなか地域

の理解も得られない状況の中、そうこう

しているうちに工事され、トイレもすべ

て交換されて、でもそれは今では何も使

われなくなっている。税金が投入されて

無駄になっている。そのお金を違う形で

使ってほしいと思うし、こういった会議

で地域の方に丁寧にと言っていただい

ているが、どうしても統廃合となると地

域の方もたくさんおられるので、賛成す

る方、反対する方が必ずいる。全ての方

が納得することは非常に難しいことだ

と思う。 

子どもたちがふるさとを愛するとい

う授業をしていだいて、転出した後にま

た戻ってきてということを進めている。

ふるさとを愛する授業は受けるのでは

なく、感じるものだと思う。素敵な教育

を自分たちは受けたよねと、そういった

子どもたちが出ていっても自分の子ど

もたちにはそういった教育をさせてや

りたい、自然もたくさんある、そういっ

たところで育ててやりたいとの思いか

ら、皆帰ってくると思う。 

統合によって魅力的な教育をしてく

ださいという訴えかと思う。ふるさと教

育、良い環境があるので、環境、人、こ

とやものを利用しながら、また、人が戻

ってくるような、そういう教育をしてく

れということかと思う。 

学校の統廃合については、10年程前ま

では、教育委員会の姿勢として、地域を

大事にしたい、コミュニティの拠点とし

て学校があるから、地域から声があがれ

ば統廃合をしていくとしていたが、今、

６年間で 860 人の子どもが減る、そし

て、複式学級といって二つの学年が一つ

の学級になる学校がでてきた。港西小学

校もそうだったが、あわてて地域も子ど

ものために統廃合しようとなって、それ

が３年前である。 

魅力的な学校づくりと地域での合意

形成が非常に重要で、今でも複式学級が

あって 50 人以下の学校でも、地域のた

めに学校を残したいという地域もある。

数合わせではなくて、まずは子どもたち

のために 50 人以下、複式学級を解消し

たいと思うが、なかなか市の主導ではで

きなくて、地域の合意形成がなければ進

められない。でも子どものためにどうし

たら良いのかということをずっと言い

続けているので、皆さんもそういう視点

で理解していただきたい。 
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意見・質問 回  答 

立ち行かなくなって、人数的にもどう

にもこうにもいかなくなるから、統合す

るみたいなことではなく、市が主導し

て、例えば、豊岡第一小学校、第二小学

校というような大きい枠組みで、公立な

のに私立のような素敵な夢のあるよう

な授業が受けられ、夢物語かもしれない

が、ICT などを駆使して、バスとかをど

んどん走らせて通わせて、そこで育った

子どもたちは戻ってくるし、また、移住

をしてくる方、あんな素敵な教育をして

いるのであればぜひ住んでみたい、そう

いう方たちも呼び込みながら豊岡市の

人口を増やしていく、子どもたちが出て

いってもまた戻ってくる、そういったこ

とはできないか。 

それから、大きなグローバルな視点で

どうするかは必要だが、地域固有の文化

も大切にしたいということもあるので、

なかなか大きくなるとそれもできない

という問題もあり、いろいろなことを考

えて、今できることをこの計画案として

お示しをしている。 

ご指摘のことは、教育的な意味でも大

切なことなので、我々も考えていきたい

と思うし、一緒に考えていけるようにし

たい。 

ぜひとも、０歳から６歳の親を集めて

意見を聞いてほしい。 

いろいろな保護者の声を聞く中で、通

学バスの対象のことがある。現在、城崎

では川東はスクールバスが走っていて、

川西は路線バスを使っている。城崎の街

内でも旭町や今津の奥の観音浦の中学

生は、今の時期、５時頃には真っ暗の中

を帰っていく。最近では、熊がでるなど

言うが、その救済ができないかと相談を

受ける。なるべくバスを回すようにでき

ないかお願いする。 

冬場だけでもいいので、スクールバス

を回してやってほしい。飯谷や戸島に行

く途中に寄ってやってほしい。 

バス通学は許可する基準があり、人家

が少ない、通学距離がいくらという基準

がある。それ以外に考慮しなければなら

ないものがあれば、例えば、冬などある

一定期間だけ、バス通学を許可するなど

の対応もしている。 

今、許可するとは言えないが、学校を

通じて教育委員会と協議をお願いした

い。 
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■アンケートでの意見（要約） 

 

 子どもたちのためにぜひ実行を願う。時期は１年でも早く統廃合を願う。 

 基本的には統合すべき（可能なら小中一貫校を）。 

 中学校の統合は 2028 年と、準備や合意形成を考えるとすぐ考えなくてはなら

ない状況だということがよく分かった。 

 港地区には公共施設（学校）が無くなってしまうという寂しさあるが、子ども

たちが楽しく通えて教育が受けられるよう検討をお願いしたい。 

 小中一貫校は竹野地域のみで予定されているが他ではできないのか。港中学校

は城崎中学校と統合される予定だが、例えば、環境がよく似ている竹野中学校

と統合ができないか。 

 中学校の統合⇒小学校の統合⇒時期を見て一貫校ということだが、第一手で一

貫校とはならないのか。 

 このような会に地域の方がたくさん集まり、多くの場所で活発な意見ができる

ような会にしていただきたい。 

 意見に出ていた０歳～６歳までの子を持つ親を対象とした意見交換会は、早い

段階で開催する必要があると感じた。 

 早ければ小学校でも９年後、中学校でも６年後に再編となる中で、本日のよう

な会議に若い先生方に入って頂いては良いのではと思う。 

 ０歳～６歳の未就学児の親対象の説明会は、保育園・こども園に協力してもら

い、事前に質問を提出してもらい集めておくとかも良いのでは。当日、手をあ

げにくい人も言いやすい。 

 統合時に小中学校の児童生徒の保護者にあたる方や地域の方への周知方法、ま

た、十分な意見交換の場を丁寧にしていくことが大切かと思う。そして、計画

はあっても十分な議論ができないうちは急がず進めていく方がいいと思う。 

 質疑応答でもあったように、今後小学校に入学する親等の意見が大事であると

感じた。機会を作っていただきたい。 

 2021 年４月に港小学校が統合した。児童減少に伴い 10 年後には城崎小学校と

の再編を考えなければという仕方のない面もあるが、中長期的に計画できない

ものかと思う。10 年後はすごく後のことではなく、時の経つのは早いので、早

め早めの地域での話をお願いする。 

 パブリックコメントなど市民一人一人までの周知が不十分と感じる。もっと住

民一人一人にまで伝え、問題意識を持ってもらえるよう努力してほしい。 

 パブリックコメントは、高齢者世帯、子どものいない世帯でも見られるよう回

覧などしてもらえるとありがたい。 

 学校を統合することには賛同するが、学校がなくなる地域の避難所などはどう

なるのか。 

 少子化はどうしようもない状況です。混乱のないようよろしくお願いしたい。 

 再編することによるデメリットを洗い出して欲しい。その中で、そのデメリッ

トが改善できるものなのか、我慢できるものなのか、そこを慎重に審議してい

ただきたい。 

 子どもが減ったら統合、減ったら統合を繰り返しても豊岡に定住する人数は増

えない。小学校入学前の家族は、親が 35 歳前後の人が多い。ここで豊岡に永住

するかどうかを決断する人は多くいる。入学前の人たちの確保をお願いしたい。 



7 

 

 「子どもが減るのは仕方がない。」ではなく、「どうすれば増えるのか」とい

う根本的な解決を議論してほしい。教育を売りに転入者が増えるようにしても

らいたい。 

 竹野の３小学校が 2022 年度に統合となるが、その際に出た意見、問題等のフィ

ードバックを今後迎える学校の参考となるようにしてほしい。 

 

 


